
２ いじめについて

（１）本県公立学校のいじめの認知件数の増減及びいじめの態様等
小学校 中学校 高等学校 特別支援学校

平成２９年度 ３,８７５件 ２８８件 １２７件 １０件
1,000人当たりの認知件数 ８４.８件 １２.６件 ５.３件 ７.２件
平成３０年度 ５,３２９件 ３７７件 １１８件 １０件

1,000人当たりの認知件数 １１７.４件 １７.２件 ５.１件 ７.１件
令和 元年度 ５,７２３件 ５０５件 １３４件 ２６件

1,000人当たりの認知件数 １２９.１件 ２３.９件 ６.０件 １８.４件
増減（平成３０年度比） ＋３９４件 ＋１２８件 ＋１６件 ＋１６件
〇すべての校種において、「いじめ問題対応マニュアル」等を活用した校内研修の
積み重ねにより、積極的な認知や組織的な取組が進み、認知件数の増加につなが
った。

［小学校］
・主ないじめの態様としては、「冷やかしやからかい、悪口や嫌なことを言われた。」、
「軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれた。」等があげられる。

［中学校］
・主ないじめの態様としては、「冷やかしやからかい、悪口や嫌なことを言われた。」、
「軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれた。」等があげられる。

［高等学校］
・主ないじめの態様としては、「冷やかしやからかい、悪口や嫌なことを言われた。」、
「パソコンや携帯電話等で、ひぼう・中傷や嫌なことをされた。」等があげられ
る。

［特別支援学校］
・主ないじめの態様としては、「冷やかしやからかい、悪口や嫌なことを言われた。」、
「嫌なことや恥ずかしいことをさせられたりする。」等があげられる。

（２）いじめ問題に対する主たる取組
〇「いじめ問題対応マニュアル」の活用といじめの認知の徹底
・生徒指導研究協議会や生徒指導部長会議で、マニュアルの活用方法について研
修を行い、校内研修で教職員にその内容を周知徹底した。
＊解消率（国･公･私立学校）93.3％（前年度比－3.1ポイント）、全国４位

〇いじめアンケートの徹底
・いじめアンケートの実施を徹底し、面談を行うなど、きめ細かく児童生徒の実
態把握につとめ、いじめの未然防止、早期発見・早期対応につなげた。（公立
学校の実施率100％）

〇スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーの配置の拡充
・教育相談体制の充実等に向け、スクールカウンセラーを小学校140校（＋14校）、
中学校107校（±０校）、義務教育学校１校（±０校）、高等学校46校（－１校）、
特別支援学校10校（±０校）に配置した。小学校・中学校の未配置校について
は、拠点校からスクールカウンセラーを派遣した。また、適応指導教室への配
置(13市町14教室）も行った。

・スクールソーシャルワーカーを29市町村（独自配置をしている和歌山市を除く。）、
高等学校12校（＋３校）に配置した。 ＊（ ）内は前年度比

〇「知事メール」、「教育長ポスト」での対応
・児童生徒や保護者等の悩みの相談に応じ、市町村教育委員会、学校と連携して
迅速にその解決に取り組んだ。

〇ＳＮＳ等を活用した相談窓口の新たな設置
・ＬＩＮＥを活用した教育相談体制の充実を図り、児童生徒の悩みや相談に応じ、
迅速にその解決に取り組んだ。



〇道徳教育の充実
・「いじめ」等をテーマにした教材を収録している本県独自の道徳教科書「心の
とびら（小学校）」「希望へのかけはし（中学校）」を活用し、「思いやり」「規
範意識」「生命を尊重する心」等の道徳性を醸成する取組を行った。

〇ネットトラブルに係る取組
・青少年・男女共同参画課と連携し、ネットパトロールからの情報を市町村教育
委員会や学校に伝え、ネットいじめの未然防止、早期発見・早期対応につなげた。
・ネット指導教員養成講座の実施に当たり、ネットトラブルの未然防止のため、
教材の開発や講座の運営に協力した。

〇学校支援サポーターの派遣
・課題が認められる中学校に対し、警察関係者を派遣した。（平成21年度から、
県警察本部少年課が主管）

（３）今後の取組
〇スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー等の専門スタッフと連携した
ケース会議等の充実を図る。

○いじめは見えにくいものであることを踏まえ、いじめアンケートの実施や「いじ
め問題対応マニュアル」の活用等を通して、迅速な認知と組織的な対応の徹底を図る。

○いじめ問題の本質的な解消をめざし、「安心・安全な魅力ある学級づくりの研究」
を実施する。

○道徳教育を充実させ、いじめの未然防止を図る。

○新型コロナウイルス感染症を理由とするいじめ事案の防止に向けて、青少年・男女
共同参画課と連携し、いじめにつながるＳＮＳへの投稿をネットパトロールの監
視対象とし、関係する児童生徒の指導に生かす。


